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宮古島市で聞いたこと

• 小学校外国語にどう向き合えばよい

のかわかりません？

• 専科の先生と一緒にやりたいけれど，

どう絡んだらよいかわかりません。

• 小学校外国語授業づくりで大切なこ

とは何ですか。



本日のアウトライン

小学校外国語で大切なことは何か。

学習指導要領の目標は何か。

小学校の外国語にどう向き合っていけば

よいのか。授業づくりのポイントは何か。



小学校外国語で大切なこと

• 外国語の学習は言葉の学習であること

• 言葉の大切な役割はお互いの考えや気持ちを伝え合うこと

• 言葉は人と人をつなぐ役割があること

• 教室は言葉を学ぶ場であること，そして実際に使う場であ
ること

• 英語は気持ちが９割であること

• 相手の言葉を尊敬する，受け入れるという気持ちを育むこ
と

4



5

英
語
は
気
持
ち
が
９
割



6

ア
ジ
ア
英
語
の

特
徴
と
は
？



ネイティブ呪縛
から解放する
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言語習得のプロセス

• 私たちはコミュニケーションをしたいという気持ちと，コミュニケーションの経験があって
初めて，文法を習得することができる。文法は最初に重視すべき項目ではまったくない。
学習者は，まずどのようにして意味を伝えるか，発話に参加するのかを学ぶ。そうすると
学習者はコミュニケーションを経験することで，その結果として，言語の構造または機能
に気がつく。（サビィニョン，2009）

• 「模倣と練習」だけからは子供の言語発達は説明できない。子供は大人の言葉を単に真
似ているのではない。むしろ大人の言葉を聞いて自分なりに創造的に言葉を使っている。
学習者のエラーは進歩の証拠である。（Lightbown & Spada，2006）

• Brown(1991)は言語習得過程を植物の生育過程に例えている。植物の種は水や肥
料を与えられ成長し最後に実をつける。言語習得も環境という土壌に教師の働きかけが
あり，成長していくものである。



社会のグローバル化

• インターナショナル
（international)

• inter = ～間、相互

• national = 国

• グローバル（global）

• globe ＝ 球、球体



グローバル社会の英語

• 英語を母語としない人々を含む多様な英語が飛び交う状況

Please go here.

OK lah.

Can or not?

You eat already?

G’day, mate.

No, worries.

How’s it going?

尊重し合う，
受け入れる。



グローバル化が急速に進展する中
で、子供たちの将来の職業的・社
会的な環境を考えると、外国語、特
に英語によるコミュニケーション能
力は、これまでのように一部の業種
や職種だけでなく、生涯にわたる
様々な場面で必要とされることが
想定され、グローバル人材育成に
おいて今まで以上にその能力の向
上が課題となっている。

有識者会議（第７回：２０１４
年８月８日）配布資料
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２０５０年頃には、我が国は、多文
化・多言語・多民族の人達が、協
調と競争する国際的な環境の中
にあることが予想され、そうした
中で、国民一人一人が、様々な社
会的・職業的場面において、外国
語を用いたコミュニケーションを
行う機会が格段に増えることが想
定される。母語教育に加え、外国
語教育の重要性が一層高まるの
である。

（有識者会議報告書）

12



小学校で特に大切にしたいこと
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• 初めて外国語に触れる段階である小学校においては，母語を用いたコミュニケーションを図る際
には意識されていなかった，相手の発する外国語を注意深く聞いて何とか相手の思いを理解し
ようしたり，もっている知識などを総動員して他者に外国語で自分の思いを何とか伝えようとした
りする体験を通して，日本語を含む言語でコミュニケーションを図る難しさや大切さを改めて感じ
ることが，言語によるコミュニケーション能力を身に付ける上で重要であり，言語への興味・関心
を高めることにつながると考えられる。（「学習指導要領（外国語活動）」p.12)

• 実際に英語を用いて互いの考えや気持ちを伝え合うなどの言語活動を行う際は，＜中略＞友達
との関わりを大切にした体験的な言語活動を行うこと。（p.43)

新しい学習指導要領のポイント 人との関わり
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また，高学年の外国語科の目標を踏まえると，広く言語教育として，国語科をはじめとした学校にお
ける全ての教育活動と積極的に結び付けることが大切である。高学年の外国語科において，日本語
とは異なる英語の音声や基本的な表現を用いてコミュニケーションを図ることは，言葉の大切さや豊
かさに気付いたり，言語に対する興味・関心を高めたり，これを尊重する態度を身に付けたりすること
につながるものであることから，国語科の学習にも相乗的に資するように教育内容を組み立てること
が求められる。 （「学習指導要領解説（外国語）」p.125)

新しい学習指導要領のポイント 人との関わり



• Q 「小学校段階で，英語で自
分の考えや気持ちなどを伝え合う
力を身に付けさせるのは高度では
ありませんか」

• A 母語においては，３才の子供
は３才なりに，10歳の子供は10
歳なりに自分の考えや気持ちなど
を伝え合っています。英語におい
ても英検の1級を取得しなければ
自分の考えや気持ちなどを伝える
ことができないということではあり
ません。限られた語彙や表現で
あっても言葉の役割を意識させつ
つ指導することが大切です。そして
さらに大切な事は言葉に思いを込
めるということです。日本語でもそ
うですが，私たちを励ましてきた言
葉は難しく複雑な言葉ではなく，と
てもシンプルな言葉ではないで
しょうか。



普段あまり話したこともな
い人と話すことができた。

（児童）

身近な場所をみんなで一緒に何度も行くこと
によってそこが故郷になります。みんなは卒業
してここを離れることになるけれど，この場所を

大切にして欲しい。（担任）

大切なことを伝えたいという気持ちを持
つことが大切です。（中学の先生）

徳島県吉野川市立鴨嶋小学校，平成２９年１１月１７日

人と人とをつなぐ
言葉の学習

思いを伝え合う
コミュニケーションの場



どのように小学校の外国語に向き合えばよいのでしょうか。授業づくり
で大切なポイントは何でしょうか。

• 外国語の学習は言葉の学習です。

• 言葉の大切な役割はお互いの考えや気持ちを伝え合うことです。

• 言葉は人と人をつなぐ役割があることです。

• 教室は言葉を学ぶ場であり，そして実際に使う場です。

• 英語は気持ちが９割です。

• お互いの言葉を尊重し合う，受け入れるということが大切です。

本講座の
まとめ



ありがとうござい
ました。

本講座の感想を
お願いします。

感想はGoogle
フォームからお願
いします。




